
 
 

  



 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野鳥公園は誰のためにどうあるべきか？最初に浮かんだ問いである。 

当然のことながら、野鳥が飛来しやすい空間であるべきことに間違いない。 

一方で、人がどのように利用していくべきか、この議論も不可欠であろう。 

一見すると相反するこの二つの命題に対して、どのように解答を見出していくのか。 

そこで始まったのが、市民とともに自由に対話できる場、「野鳥公園ラウンジカフェ」である。 

野鳥公園をつくるというプロセスにおいて、 

市民に開かれたオープンな場における対話を繰り返してこそ、 

新しいカタチの公共空間像を作り上げていく上で、 

新たな展開を生み出していくのではないだろうか。 

試行錯誤すること８回、延べ３００人以上の方々から意見をいただき、 

素晴らしい公園コンセプトが生まれた。 

『成長する野鳥公園』 

単に公園そのものの成長を意味するものではない。 

公園が将来にわたり愛され続けていく時間の中で 

そこに関わるすべての人が、共に成長していくプロセスに着目したい。 

そして、今まさに、このラウンジカフェの場から野鳥公園の第１歩が始まっていたのである・・・ 

はじめに 
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Ⅰ－１ 基本計画の目的 

150 万人を超える人が暮らす福岡市は、古来より国内外との交流や交易の舞台として、博多

湾とともに発展してきた。この博多湾の東部に、毎年多くの渡り鳥が飛来する広大な干潟や浅

海域がある。ここでは、クロツラヘラサギなど絶滅が心配されている貴重な鳥類や稚魚、貝類・

カニなど多種多様な生きものが暮らしており、博多湾の豊かな自然を支える「命のゆりかご」

としての機能を有している。 

この貴重な「命のゆりかご」に、新たに生まれる野鳥公園においては、アイランドシティの

埋立事業に伴い、鳥類等の生育環境保全の方策を講じることが求められている。 

また、あらゆる世代の市民が気軽に利用できることはもちろん、アイランドシティ内やその

周辺に住む人々が自然とともにある都市としての一体感を醸成すること、そして新たな社会の

ニーズや課題に対応し得る公共空間としての期待が込められている。多くの市民や多様な関係

者が野鳥公園を通じて連携し、市民ぐるみで育んでいくことにこそ、「命のゆりかご」を将来

世代にまで継承しうる道すじであるといえる。 

そこで本計画では、野鳥公園を整備するにあたり、平成 18 年策定の福岡市野鳥公園基本構

想をはじめ、エコパークゾーン周辺環境の変化や様々な計画、提言などを踏まえ、野鳥公園整

備の目的に沿った全体イメージや必要な機能、そして管理・運営の仕組みなどを盛り込んだ基

本計画を検討することを目的とする。 

計画の策定にあたっては、地域住民やＮＰＯ等の関係団体をはじめ、大学・学生、事業者、

一般市民、行政など多様な主体が集う「野鳥公園ラウンジカフェ」を開催し、野鳥公園の整備

や活用、管理・運営に向けた対話の場を創出する。 

 

第Ⅰ章 基本計画の前提条件の整理 



2 
 

 

Ⅰ－２ 計画対象地の敷地条件等 

（１）アイランドシティを取り巻く自然環境 

福岡市は博多湾や豊かな自然環境に恵まれており、ア

イランドシティが位置する博多湾東部は、国内有数の渡

り鳥の飛来地である和白干潟や稚仔魚を育む浅海域、海

の中道の白砂青松の砂浜に代表される希少な海浜植物

が生育する海岸、香住ヶ丘の岩礁・照葉樹林など変化に

富んだ自然環境がある。 

150 万都市・福岡市にありながら、多種多様な生きも

のの命を育む豊かな生態系を支えるとともに、バードウ

ォッチングや潮干狩りなど、身近な自然とのふれあいの場を提供する、福岡市の財産ともいう

べき価値ある空間である。 

そして、環境教育の場として、驚きと感動とともに、自然環境のすばらしさ、生物多様性の

大切さが実感され、生物多様性の恵みを活かしたふくおかの魅力の増進に努めるなど、福岡市

ならではの環境形成を着実に進めていくことが求められている。 

 

（２）自然と人の共生をめざすエコパークゾーン 

野鳥公園建設予定地は、550ha にも及ぶ自然環境を擁するエコパークゾーンの中央部に位置

し、福岡都心部からも近いアイランドシティ北側護岸沿いの約 12ha の場所である。 

予定地の前面には、国指定和白干潟・多々良川河口鳥獣保護区に指定されている和白干潟

（254ha）が広がり、周辺には、国営海の中道海浜公園や玄海国定公園があるなど、自然に恵

まれた場所となっている。 

平成元年の港湾計画で、博多湾東部の海や海岸、和白干潟等の自然環境を保全するため、こ

れまで陸続き方式であった埋立計画を島方式に変更した。これにより保全された空間を、自然

と人の共生をめざす「エコパークゾーン」と位置付けた。 

エコパークゾーンは広大で様々な地域特性を有していることから、４つのゾーンに分けて地

域ごとの特色を活かしながら、自然環境の保全・創造に向けた様々な取組みを行っている。 

 

図：エコパークゾーンの概要と野鳥公園計画予定地の位置 

図：アイランドシティの位置 
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（３）周辺自然環境とのネットワーク 

博多湾東部に飛来する野鳥たちは、エコパークゾー

ンだけではなく、周辺の緑地帯や名島海岸、多々良川

河口なども一体的利用を行っている。 

野鳥公園予定地は、アイランドシティの中軸的緑地

帯であるアイランドシティ中央公園及びグリーンベ

ルトの一角をなし、また、アイランドシティ周縁部に

整備が進められている外周緑地の一部にもなってお

り、さらには国指定鳥獣保護区の和白干潟に面する場

所に整備する予定であることから、博多湾に訪れる

様々な渡り鳥を観察することも期待できる。 

このように和白干潟からアイランドシティや香椎

パークポートの緑地帯、多々良川河口に至るまで、野

鳥公園予定地を取り囲む「緑の回廊」が形成され、こ

れらのネットワークと連携した野鳥の生息環境を創

出する役割を担うことが期待されている。 

図：周辺自然環境とのネットワーク 
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（４）計画地の現況 

計画対象地内は、調査時（平成２５年５月）において、載荷盛土が残っている状況で、盛土

の法面には、野鳥によって運ばれた種子から自生したと思われるアキグミやヌルデ、ネムノキ

などによる樹林地や、管理用道路の境界部には塩生植物のハマボウなどがみられた。 

①東側の親水護岸 ②計画地内の状況 

③計画地からグリーンベルト方向を臨む ④北側の直立構造護岸 

⑥牧の鼻への眺望 ⑤和白干潟方面への眺望 
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⑦北側海面に設置されているフロート ⑧和白干潟から計画地を臨む 

⑩盛土法面に自生するアキグミ等 

図：写真撮影位置図 

⑨計画区域南側からの眺め 
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（５）周辺海域の水深、護岸状況 

野鳥公園は、親水緑地として下図に示す約 12ha の範囲に設定されており、野鳥公園周辺の

海域の水深はほぼ３ｍ未満と浅い。野鳥公園計画地における代表的な護岸構造は、護岸断面図

に示す通りで、直立構造となっている。直立護岸と管理用道路については現状使用が条件とな

っている。 

図：周辺海域の推進、護岸構造【出典：福岡市野鳥公園基本構想／平成１８年５月】 

国指定和白干潟・多々良川 
河口鳥獣保護区 

国指定和白干潟・多々良川河口鳥獣保護区 
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（６）外周緑地及びグリーンベルトの整備 

現在、アイランドシティにおける整備事業として、野鳥公園に接続する外周緑地とグリーン

ベルトの整備が進められており、これらの事業との整合を図りながら計画検討を行う必要があ

る。 

図：外周緑地の整備平面図／平成２４年度 
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（７）エコパークゾーンで見られる鳥類 

博多湾の東部地域には、近年、約 120 種、15,000 羽の野鳥が飛来している。当該地域で観

察される野鳥の多くは水鳥であり、代表的な種類をあげると、渡りの中継地として春、秋に干

潟を利用するシギ・チドリ類、繁殖のため夏季に砂礫地や浅海域を利用するアジサシ類、越冬

地として冬季に長期間滞在し浅海域や干潟などを利用するカモ類、カモメ類、また留鳥として

常時生息しているカルガモ、シロチドリ、ダイサギなどであり、世界的に個体数の減少が懸念

されている希少種も多く含まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：エコパークゾーンで見られる鳥類【出典「エコパークゾーンガイドブック」】 
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１）野鳥の湿地利用状況 

国指定鳥獣保護区である広大な和白干潟や浅海域を有するエコパークゾーンは、地球規模で

旅をする渡り鳥の中継地や越冬地として重要な役割を果たしている。 

アイランドシティ埋立工事中においては、航路の浚渫土砂などを使用した埋立工事で生じた

一時的な湿地（以下「湿地」。）を多くの野鳥が利用していた。埋立地における湿地については、

人や動物などの外敵が少なく、安心して休息できるとともに、潮の干満の影響を受けずにいつ

でも採餌できることから利用依存が大きいと考えられる。この状態が野鳥にとっては必要な機

能であり、エコパークゾーンを含めた周辺環境全体で担っていくことが重要である。 

アイランドシティ内の湿地及び和白地区には、シギ･チドリ類や陸ガモ類をはじめとする多

くの野鳥が生息しており（下表）、その利用は採餌と休息の大きく２つに分けることができる。 

多くの種が、アイランドシティ内の湿地と和白地区をともに採餌地・休息場として利用して

おり、距離も近いことから互いに行き来しているものと考えられる。また、アイランドシティ

内の湿地及び裸地は、コアジサシの繁殖場所としても利用されている。 

 

表：アイランドシティ内の湿地及び和白地区における主な野鳥の利用状況 

分類 種名 
アイランドシティ内

「湿地」利用状況 

和白地区 

利用状況 
主な餌生物 

シギ・チドリ類  

ハマシギ  採餌・休息  採餌  小型底生生物  

シロチドリ  採餌・休息・(繁殖) 採餌  小型底生生物  

コチドリ  採餌・休息・(繁殖) 採餌  小型底生生物  

ダイシャクシギ  － 採餌・休息 大型底生生物  

ダイゼン  休息  採餌・休息 小型底生生物  

サギ類（クロツラヘラ

サギ含む）  
クロツラヘラサギ 採餌・休息  採餌  魚類、甲殻類  

陸ガモ類  

ツクシガモ  採餌・休息  採餌・休息 大型底生生物、魚類 

オナガガモ  採餌・休息  採餌・休息 小型底生生物、水草、種子  

マガモ  採餌・休息  採餌・休息 水草、種子  

コガモ  採餌・休息  採餌・休息 種子など  

ヒドリガモ  採餌・休息  採餌・休息 海藻など  

ハシビロガモ  採餌・休息  － プランクトン、種子  

カルガモ  (繁殖･)採餌・休息 採餌・休息 水草、種子  

海ガモ類  

スズガモ  休息  採餌・休息 大型底生生物  

ホオジロガモ  採餌  採餌・休息 大型底生生物、小型底生生物  

ホシハジロ  採餌・休息  採餌・休息 大型底生生物、水草 

キンクロハジロ  採餌・休息  － 大型底生生物、水草 

ミコアイサ  採餌  － 大型底生生物、魚類 

カモメ・アジサシ類  コアジサシ  繁殖、採餌・休息  採餌  大型底生生物、魚類 

本データは、平成２０年２月の１日調査結果（平成１９年度 鳥類保全対策調査業務委託報告書（福岡市港湾

局））から作成したものであり、年間の行動体系を整理したものではない。また、専門家へのヒアリングによ

り、一部追記している。  
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２）湿地に対する野鳥の依存度 

「アイランドシティ整備事業環境監視結果（以下「環境監視結果」。）（平成１６～１８年度）」

によると、野鳥の種ごとの湿地依存度については、博多湾に飛来するシギ・チドリ類やクロツ

ラヘラサギの約４割がアイランドシティ地区を利用しており、湿地への依存度が高くなってい

る。さらに、裸地で営巣等を行うコアジサシについても、約半数がアイランドシティ地区を利

用しており、湿地を含むアイランドシティへの依存度が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：博多湾全体での野鳥の利用割合【出典：エコパークゾーン環境保全創造計画】 
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３）湿地に対する依存度の高い野鳥の利用状況 

シギ・チドリ類は、平成１６～１８年度の環境監視結果によると、年間延べ１万羽弱が博多

湾に飛来し、そのうち４２％がアイランドシティ内の湿地を利用している。 

シギ・チドリ類は海面に浮かぶことができないため、満潮時など潮位が高いときに休息する

場所が必要である。昭和６０年頃は箱崎水面貯木場や塩浜の農地を休息場として利用していた

が、平成５年頃にそれらがなくなったことから、代わりに香椎パークポート内の湿地を利用し

始め、現在はアイランドシティの湿地を利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界的に希少な種であるクロツラヘラサギは、平成１６～１８年度の環境監視結果によると

年間延べ３００羽程度が博多湾に飛来し、そのうち４３％にあたる約１３０羽がアイランドシ

ティ内の湿地を利用している。湿地消失後の保全対策については、エコパークゾーンにはクロ

ツラヘラサギが好む泥干潟が存在しないため、エコパークゾーンに限らず博多湾に存在する各

干潟の特長を活かし、本来の生息環境である多々良川河口の干潟域や今津干潟で保全すること

が最適であると考えられる。 

 

春から初夏にかけて博多湾に飛来しているコアジサシについては、近年、埋立地での営巣が

確認されているところであるが、コアジサシは平成１６～１８年度の環境監視結果によると年

間延べ２,５００羽程度が飛来し、そのうち４７％にあたる約１,２００羽が工事中の裸地や湿

地などのアイランドシティを利用している。コアジサシは、年ごとに営巣場所や個体数の変動

が大きい種であることから、その変動に対応していけるよう、これまで多くの営巣が確認され

ている海の中道の砂浜など既存の繁殖地をしっかりと保全していくことが重要となる。 

図：シギ・チドリ類の個体数別分布図（休息）（環境監視結果）【出典：エコパークゾーン環境保全創造計画】 
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Ⅰ－３ 野鳥公園整備に至る検討の経緯 

野鳥公園及びアイランドシティ、エコパークゾーンについては、平成元年７月の港湾計画改

定を起点として、下記に示す検討が重ねられてきた。 

 

平成元年７月 

 

●博多湾東部の海や海岸、和白干潟などの自然環境を保全するため、陸続き方

式から島方式への変更 

●緑地計画の中で親水緑地として位置づけ、レクリエーションの場として市民

が水に親しむことのできる緑地の整備を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成４年９月 

 

●緑地計画の中で親水緑地として位置づけ 

●立地特性を生かし、野鳥観察などを通して市民が気軽に身近な自然とふ

れあうことができる空間を創出 

 

平成５年４月 

 

●和白干潟及びその前面海域と一体となった鳥類の生息環境を保全し、新た

な快適環境を創出していくために、和白干潟に面した親水緑地を湿地、磯

浜、池、海浜植物等を備えた 「野鳥公園（仮称）」として整備する 

 

平成６年５月 

 

●運輸省（現国土交通省）港湾局長の指導「野鳥公園を含むエコパークゾーン

については、鳥類等の生息環境として保全するための方策を講じること」

図：陸続き方式から島方式への変更 

港湾計画改定 

アイランドシティ基本計画 

アイランドシティ整備事業 環境影響評価書 

アイランドシティ整備事業 公有水面埋立免許取得 
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平成９年５月 

 

●基本的な考え方として、「豊かな生態系を構成する生きものを育む場として、

自然環境の質的向上を図るとともに、地域の特性を活かした潤いのある生活

環境の形成や環境教育の場としての利用を行うなど、自然生態を活かした

整備を図る」としている 

●自然、人、都市の３つの視点をもとに基本方針を設定している 

 

 

 

 

●エコパークゾーンを地域ごとの特色を活かすため、４つのゾーンに分類し、

それぞれのゾーンの位置づけを以下のように示している 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年５月 

 

●野鳥公園整備の基本的な方向性について、学識経験者や地域住民、公募市民

など２０名で構成される委員会から野鳥公園の基本的なあり方について市長

へ提言 

【提言の主な内容】 

「エコパークゾーンとの一体的な整備」が不可欠 

１）整備の視点 

・生物生息空間の創出 

・自然環境を身近に感じられる 

 空間の創出 

・中核機能の創出 

２）実現に向けて 

・構想の推進体制のあり方 

・構想の推進方法等 

・関係機関との調整など 

自然：豊かな生態系を創造する空間の整備 

人 ：潤いのある生活環境を創造する空間の整備 

都市：海を生かした都市の資質を創造する空間の整備 

エコパークゾーン整備基本計画 

野鳥公園基本構想 

図：野鳥公園とエコパークゾーンの一体的整備のイメージ図
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●エコパークゾーンにおける中核機能をなし、生物生息空間を創出する 

●初期段階では基本的な整備のみ行い、その結果を見ながら必要な整備を

追加していく（順応的管理手法）など柔軟な対応が必要 

●自然環境が安定し生物が定着するまでに一定の時間が必要となるので、長期

的な視野に立って取組むとともに、実現可能なものから段階的に整備して

いくことが重要 

●「環境共生」、「健康」、「みんなで関わる」を具現化できる空間として、

福岡市にとってシンボル的な存在とする 

 

平成 21 年 12 月 

 

●アイランドシティのまちづくりの方向性である「みんなで関わる」を実践す

る場の一つとして様々な主体が連携しながら運営に関わっていく 

●アイランドシティの魅力向上の一翼を担う 

 

平成 22 年３月 

 

●エコパークゾーン内の４つのゾーンの将来イメージの実現をめざして、今後

どのような施策を講じていくべきかについてとりまとめたもの 

１）和白海域環境改善対策【和白干潟ゾーン】 

エコパークゾーン整備基本計画で位置づけ

られた水質・底質の改善施策等が未実施であ

り、同ゾーン内の環境特性に応じた環境

改善対策を講じていく必要がある。 

２）鳥類保全対策【和白干潟ゾーン】 

将来、野鳥公園の整備が予定されており、豊

かな自然環境の保全創造に向けて、鳥類

の生息状況や利用状況を踏まえながら、必要

な保全対策を講じていく必要がある。 

３）ソフト施策【エコパークゾーン全体】 

エコパークゾーンの環境を将来にわたって保全し、さらに活かしていくという

発想が重要であり、ワイズユース※の視点を持って、多様な主体と連携・共

働しながら、ソフト面での施策の充実を図る必要がある。 

※ラムサール条約による位置づけ「持続可能な開発の考え方に立って、生態系アプローチの実施

を通じて、その生態学的特徴の維持を達成することである」 

アイランドシティ事業計画 

エコパークゾーン環境保全創造計画 

図：エコパークゾーンのゾーン区分図 
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平成 23 年 12 月  

 

●これからの社会を展望した福岡の未来を先導する事業としてのアイランドシ

ティの課題と可能性について検討し、今後、事業を進めていく方向性を示す

テーマ、未来像、及びその実現に向けた方針と戦略、施策として、要点を体

系的に整理、提言したもの 

●博多湾の豊かな自然との共生や創エネ・省エネを推進する「スマートコミュ

ニティ」の推進や、アイランドシティの強みを活かした核となる公共施設と

して、自然を再生し、人々に親しまれる野鳥公園の早期着手が提言さ

れている 

 

 

平成 24 年５月 

 

●多くの生物が複雑に絡み合い構成されている生物多様性を維持・向上してい

くために、長期目標の 100 年後を見据えつつ、当面 10 年程度の取組みをとり

まとめている 

●生物多様性に関する教育・学習の推進 

野鳥公園を活用した環境教育や体験学習の推進、環境教育・体験学習プログ

ラムの充実、農林水産業における学習機会の提供などに取り組む 

●自然環境の再生・回復の推進 

野鳥公園の整備、水質の改善や干潟の保全、多自然護岸の整備、さらには、

機能が低下した森林や農地の保全・活用などに取り組む 

 

１）戦略の理念 

①すべての生命が存立する基盤を整える 

②人間にとって有用な価値を持つ 

③豊かな文化の根源となる 

④将来にわたる暮らしの安全性を保証する 

 

２）100 年後の将来像 

市民が多様な生き物とその生息地である自然環境の保全・再生・育成に取り組

み、百年後も豊かな自然と共生し、その恵みに支えられ、命をつなぐ未来都市

「ふくおか」 

 

アイランドシティ・未来フォーラム 

生物多様性ふくおか戦略 
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３）施策の基本的方向 

①生物多様性やその恵みに関する認識の社会への浸透 

②人と自然の環境を改めて考えながら生物多様性の保全 

③生物多様性から享受される恵みの持続可能な利用 

④生物多様性に支えられる文化の継承と創造 

⑤より広域な視野をもちながら地域の生物多様性を支える多様な主体や地域と

の連携 

 

 

平成 24 年８月 

 

●「博多湾長期構想検討委員会」が、博多港の 20～30 年後の将来を展望する長

期的な指針として、将来像やその実現に向けた取組みをまとめている 

●エコパークゾーン全域を人と自然が共生する大規模な野鳥公園ととらえ、

国内外に発信できるような新しい環境モデルを構築する 

●環境の保全と創造の取り組みにおける、市民との共働プロセスを構築及び

実施する 

 

博多湾の将来像と戦略〈環境に関して〉 

【環境戦略① 低炭素物流ネットワークの構築】 

港湾活動による環境負荷の低減や、低炭素物流ネットワークを構築する拠点づ

くりを進めていく。 

【環境戦略② 環境の保全と創造の取組み】 

市民と共働で、博多湾の魅力ある環境の保全と創造に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 11 月～ 

平成 25 年 12 月
野鳥公園ラウンジカフェ 

博多港長期構想 
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Ⅱ－１ 野鳥公園ラウンジカフェ 

（１）主旨 

野鳥公園ラウンジカフェ（以下、「ラウンジカフェ」とする）は、多様な主体からの多くの

意見を取り入れながら検討を進めることを目的として、NPO 等の関係団体をはじめ、大学・学

生、事業者、一般市民、行政などによる協議・情報集約・発信の場である。従来の公園づくり

のワークショップなどで求めてきた、基本プラン等に対する択一的な合意形成を求めるのでは

なく、参加者が意見の多様性を知ることにより、そこに新たな気づきやアイデアを求めようと

したものである。ラウンジカフェは平成24年 11月から全8回開催し、延べ321人が参加した。

参加者は自由に意見交換を行いながら、野鳥公園の整備や活用、運営に向けて語り合ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅱ章 基本計画策定に向けた取組み 
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（２）開催状況 

平成 24 年 11 月の第 1回ラウンジカフェを皮切りに、平成 25 年 12 月までに計 8回のラウン

ジカフェを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回（Ｈ24 年 11 月 11 日（日）13：00～16：00）テーマ：「野鳥公園ってなんだろう？」 

 内 容：○アイランドシティの野鳥たち（移動時間を含めて１時間 15 分程度） 

小野氏、田村氏によるレクチャーと野鳥観察 

     ○ワールドカフェ方式での話し合い（１時間 30 分程度） 

      「野鳥公園ってなんだろう？」、「野鳥公園ってどんな場所？」。第１回目では、参

加者それぞれが持つ野鳥公園のイメージを出し合いながら意見交換を行い、様々な

かたちの「野鳥公園とは○○である！」というコンセプト案をもらうことを目的と

する。 

 成  果：様々な立場の市民意見が集まる。参加者が野鳥公園について考えるきっかけとなる。 

成果として、「自然に気づくきっかけとなる公園」、「鳥も人もほっとできる場所」、「環境教育の

場」、「いかに自然をつくるかは鳥にまかせる。人はそれを活かす」などといった、野鳥公園のコ

ンセプトにつながる意見が多く出された。 

参加者の発表内容のまとめ（第 1回ラウンジカフェの最終成果） 

歩道橋の上から野鳥を発見！！ グループごとに意見交換 
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第２回（Ｈ25 年１月 19 日（土）13：00～16：00）テーマ：「○○ができる野鳥公園」を考えよう！！ 

内 容：野鳥公園での様々な活動、野鳥にとっての空間の在り方等の視点から、「あなたなら

野鳥公園で何がしたいか？」、「子どもたちのためにはどんなことができる空間が必要

か？」、「野鳥のためにはどんなことができるのか？」など、「（誰が）○○ができる野

鳥公園」という視点で話し合う。参加者は、地域住民、市民、専門家、野鳥などの立

場になりきり、その立場の中で議論を行う。 

それらを参加者全員で共有する。さらに、自分の出したアイデアや他の参加者が出し

たアイデアを実現していくために、自分自身が主体的に取り組めることはないだろう

かということを考えてみる。 

成  果：野鳥公園といっても、様々な形、様々な機能があることに気がつく。理想の野鳥公園を実現

するためには、市民や企業の主体的な関わりが必要であることに気がつく。 

第2回では、野鳥公園に関係する様々な立場になりきって意見交換を行うことで、プログラム

などのソフト面だけではなく、整備に関するハード面の検討へとつながるキーワードや意見を多

く得ることができた。 

それぞれの役になりきって議論中 

参加者が見守る中での代表者ディスカッション

テーブルクロスに次々と書きとめられるアイデア 

アドバイザーからのコメント 
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野鳥に会いにいくバスツアー（Ｈ25 年 3 月 9 日（土）8：45～17：30） 

内 容：一般公募による山口県立きらら浜自然観察公園へのバスツアーを行った。41 名が参

加し、当日は現場でインタープリター（ガイド役）の解説を聞きながら、園内を散策

し、様々な野鳥に出会うことができた。 

 成  果：今後の野鳥公園整備の中における設計条件を検討する際の示唆を得ることができる。 

敷地内は淡水池、汽水池、干潟、ヨシ原といった多様な野鳥のための環境を創出している

が、干潟の水の流れの不足によるヘドロ化や汽水池の維持管理の困難さといった問題も多く

抱えており、今後の維持管理の中で、どのように対応していくかといった課題からは、今後の

野鳥公園整備の中における設計条件を検討する際の示唆を得ることができた。 

アイランドシティ中央公園での野鳥観察 インタープリターによるきらら浜の解説 

ビジターセンターからの野鳥観察 広大な園内を散策 
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第３回（Ｈ25 年３月 16 日（土）13：00～16：00）テーマ：「○○ができる野鳥公園」をみんなで実現しよ

う！！ 

内 容：野鳥公園のコンセプトを提示する。詳細なディテールの議論を行うのではなく、空間

の大まかな使い方や、人と野鳥の境界をどのように考えるのかという、コンセプトを

表現したダイアグラムの提示にとどめる。 

複数のコンセプトが提示されてくる中で、必要なもの、必要でないものを話し合いな

がら、いらないものを削っていく作業を行う。アフターカフェでは、サンドウィッチ

などの軽食を準備。よりリラックスした雰囲気の中で、次年度へ向けた想いを自由に

語り合ってもらう。 

成  果：コンセプトに対する意見収集を行い、大まかな基本方針が定まる。次年度に向けての参加意

欲を高めてもらう。 

今回、各グループから出された野鳥公園のコンセプトをすりあわせ、その内容を全体で共有し

たうえで、野鳥公園の設計条件を固めていく必要があることが確認された。 

コンセプト案を 3つに絞り込み中 代表者ディスカッションの様子 

代表者ディスカッションに視線が集中！ 図面を使って配置の検討 
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第 4 回（Ｈ25 年 5 月 25 日（土）12：30～15：00）テーマ：「野鳥公園で誰と何をしたいか」 

内 容：ラウンジカフェの開催前には、予定地を約１時間視察し、公園予定地のスケールや周

囲との環境の関係性を感じてもらった。 

    ラウンジカフェ前半では、過去に議論された野鳥公園基本構想のプランを下敷きに、

昨年度ラウンジカフェで整理された「野鳥公園 32 のコンセプト」を参考にして、床

に広げた巨大な「プラン案」を見てもらった。 

    後半は、ワールドカフェ方式で「この野鳥公園で誰と何をしたい？」というテーマの

もと、意見交換を行った。 

 成  果：周辺環境との関係からみた野鳥公園の役割、野鳥との共生について考える視点ができる。実

際に図面に描きこむことで、周辺環境との関係性や管理施設の形状なども話しやすくなる。 

予定地視察を終えて、本当に干潟が必要なのか、ここに干潟をつくる意味はなんだろう？と

いう議論に展開してきた。実際に図面に描きこむことで、周辺環境との関係性や管理施設の

形状なども話しやすくなるという効果が得られた。 

載荷盛土の最頂部からは、博多湾が一望できた

図面の上に立って市民が思い思いの意見を 

書き込む。 

野鳥公園３２のコンセプト 
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第５回（Ｈ25 年 6 月 16 日（日）12：30～18：00）テーマ：「理想的な野鳥公園を考えよう」 

内 容：第５回 Ⓡでは、レゴ  シリアスプレイという問題解決手法を取り入れた。「“とんでもな

い”野鳥公園」「“理想的”な野鳥公園」などのテーマに基づき、各人がアイデアを作

品として創り、他のメンバーは作品を様々な視点から観察し、質疑応答を交わすこと

で、お互いのアイデアの完成度を挙げていった。 

成  果：三次元モデル（ブロック）による議論により、参加者が野鳥公園にもつ価値観（内観）の発見

と共有を効果的に促すことができる。そのプロセスを通じて、理想的な野鳥公園を実現してい

くために、野鳥と利用者の空間の棲み分けを行うなどの共生に向けた整備の必要性や、整

備後も関係者が野鳥公園に関わりを持ち育てていくことの必要性に気付く。 

理想的な野鳥公園を実現していくための障壁となるものや、理想的な野鳥公園に向かって

皆さん自身ができること、必要なことが共有された。 

自分の作品で伝えたいことを話し合う 

各班が思い描く「“理想的”な野鳥公園」 

班共同の作品のプレゼン 
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第６回（Ｈ25 年 9 月 21 日（土）10：00～12：30）テーマ：「野鳥公園の場面を描こう」 

内 容：第５回までのラウンジカフェを振り返り、コンセプトとして「成長する野鳥公園」が

提示され、基本的な方向性と目指すべき将来像が説明された。それをもとに、今後は

より具体的な将来イメージを検討するため、野鳥公園で展開されるシーン（場面）を

話し合った。 

成  果：単に野鳥公園の整備のあり方を話し合うのではなく、野鳥公園でどのような具体的な活動を

したいか、そのために必要な機能は何かといった切り口から市民が求める野鳥公園の将来

像を導く。 

ストーリーボードの中に盛り込みたいシーン（場面）を考える中で出された、キーワードとなる言

葉や絵、図により、参加者が思い描く野鳥公園の将来像が見えてきた。 

ストーリーボードで表現したいシーンについて

アイデアを出していく 

ストーリーボードに盛り込みたいシーンやキー

ワード、コンセプトが描かれた市民意見 

参加者のアイデアの一つ。これでは家族で気軽

に楽しめる場所であることを伝えている 

ストーリーボードのイメージ 
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第７回（Ｈ25 年 11 月 2 日（土）13：00～17：00）テーマ：「ストーリーボードをつくろう」 

 内 容：第６回ラウンジカフェに引き続き、野鳥公園で展開されるシーン（場面）について具

体の検討を行った。第６回までに出された様々なアイデアをまとめたスケッチとスト

ーリーからなる約 20 枚のストーリーボード（案）を一枚ずつ確認し、必要とするア

クティビティの精査や多くの人に分かりやすく伝えるためのシーン（場面）の表現に

ついて肉付けを行った。 

  成  果：全体で、野鳥公園でのアクティビティと市民にわかりやすく伝えるためのシーン（場面）を精査

することで、野鳥公園の将来像の共有を行う。 

イメージボードのたたき台を精査することで、参加者が話し合ってきた野鳥公園の将来像を確

認するとともに、野鳥公園に求める機能を明確にした。 

前回のラウンジカフェの成果をもとに事務局で

作成したイメージボード案を確認する 

市民が伝えたい野鳥公園の将来像や必要な機能

について話し合う 

伝えたいことを大勢の人にわかりやすく、絵や

キーワードで表現していく 

さらにイメージボードに盛り込みたいアイデア

を描きこんでいく 
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オープンセッション（Ｈ25 年 12 月 16 日（月）～21 日（土）10：00～20：00） 

 内 容：ラウンジカフェで導き出されたコンセプト「成長する野鳥公園」に基づき、野鳥公園

とそこに関わる人々が成長していくプロセスを「ストーリーボード」として表現し、

より多くの市民の方々が野鳥公園の将来像について思いを馳せる機会として、「野鳥

公園オープンセッション」を開催した。 

     オープンセッション最終日には、「生きものと私たちのくらしトーク・カフェ」が同

時開催され、『身近な生きものへの「まなざし」』をテーマに、「食」や「農」など、

市民に身近な切り口から意見交換も行われた。 

成  果：ラウンジカフェに参加していない数多くの市民にもラウンジカフェの取組みに関心をもっても

らうとともに、広く市民の声を収集する。 

内容に共感したものや新たなアイデア、意見・要望など様々なコメントが計４６件集まった。 

オープンセッション会場で行われた「生きもの

と私たちのくらしトーク・カフェ」の様子 

市役所ロビー１階にオープンセッションの会場

を設置 

オープンセッション期間中に訪れた市民から得た意見やアイデアの一部 
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第８回（Ｈ25 年 12 月 22 日（日）13：00～16：00）テーマ：「野鳥公園の将来像をカタチにしよう」 

 内 容：これまでのラウンジカフェを振り返りを行ったうえで、今後、自分がどのように関わ

りたいと思うか、意見交換を行った。 

     ワールドカフェの中で、様々な人と意見交換をする中で考えた野鳥公園に対する自分

自身のテーマについて発表を行った。自分の日常生活や趣味、仕事などを踏まえたい

ろんな思いを聞くことができた。 

成  果：公園が整備されたら終わりというわけではないことを共有し、完成後のパークマネジメントを

見据え、参加者それぞれの立場から公園づくりに積極的に参加する意欲を醸成する。 

野鳥公園に対する思いは様々であったが、「野鳥公園ラウンジカフェを継続し、今後も見守っ

ていきたい」という声が多く聞かれた。 

これまでのラウンジカフェを振り返りながら今

後のことを話し合う 

ワールドカフェで席替えをしながら、いろんな

人の意見が重ねられていく 

野鳥公園に対する自分自身のテーマを発表 今後もラウンジカフェに何らか関わっていきた

いという声が多く聞かれた 
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Ⅱ－２ 基本計画の体系 

本計画においては、過去から検討してきた内容を計画の前提条件として整理し、ラウンジカ

フェでの市民意見を踏まえて、基本コンセプト及び活動プランの策定を行った。 

活動プランは、イメージシーンとそれを実現するための多様なアクティビティにより構成さ

れており、この活動プランに基づき、整備プラン、管理運営プランへと展開していく。 

 

図：基本計画の体系図 
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Ⅲ－１ 基本コンセプト 

第Ⅰ章にて整理した前提条件、第Ⅱ章にて実施したラウンジカフェの取組みを踏まえ、基本

コンセプトを以下のように設定した。 

第Ⅲ章 基本コンセプト 
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Ⅲ－２ 基本方針 
計画のテーマに掲げた３つのキーワード「成長」、「新たなコミュニティ」、「魅力あるまちづ

くり」を計画の基本方針とする。ここでは、方針ごとの具体的な達成イメージを提示し、成長

する野鳥公園とそこに関わる人々やコミュニティ、周辺環境の成長との関係性を示す。 

 

（１）方針１：成長とは 

空間として、また自然としての野鳥公園は、多くの来訪者が利用しながら関わりを持つこと

で育てられていく。野鳥をはじめとする生物の生息状況変化を監視しながら整備手法を決定す

る「順応的管理手法」を導入し、初期段階においては、多くの市民と共働で様々な活動を行う

ことで時間をかけながら成長する空間としての必要最低限な整備を行うこととする。 

一方で、野鳥公園という空間は、多様な生物が生息するエコパークゾーンの一部であり、多

くの市民を成長させることができる。特に将来の担い手である子どもたちに引き継ぐべき豊か

な自然環境がそこには存在し、自然観察などの体験プログラムを通じて、大人も含めた市民誰

もが楽しみながら自然への理解を深めることで人としての成長を促していく。 

なお、ラウンジカフェ参加者による対話から生まれた様々なシーン（場面）は、すでに成長

し始めた証であり、野鳥公園はこのラウンジカフェにおいて誕生したといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）方針２：新たなコミュニティとは 

市民と野鳥公園との新しい関わりについては、野鳥公園ラウンジカフェという対話の場で既

にスタートしており、継続的に発展させることで公園づくりの計画段階から市民参画ができる

枠組みが構築可能である。 

また、市民自らの手でつくる、育てるといった行動によって、野鳥公園に対する愛着を醸成

させ、既存コミュニティとの連携や野鳥公園ファンが増えることによって、さらなる人と人の

つながりが育まれていく。 

野鳥公園の計画づくりを通じて生まれた新たなコミュニティを公園運営の仕組み（パークマ

ネジメント）として組み込むことで、斬新なまちづくりのモデルケースとなることが期待でき

る。 
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（３）方針３：魅力あるまちづくり 

アイランドシティというまちづくりにおいては、人が住みたい、訪れたいといった新しい付

加価値の創出が必要である。野鳥公園整備においては、新たな価値創造の可能性を秘めており、

魅力あるまちづくりへの展開に寄与することが期待されている。 

今後の公園づくりにおいては、サスティナブルの視点を重要視すべきであり、環境性、社会

性、経済性のバランスを保持した計画策定が必要である。特に既存の公園空間において検討課

題となっている経済性（雇用創出、収益向上等）という視点に着目し、民間活力の導入、ＣＳ

Ｒの観点からの企業参画、地域ニーズに沿ったソーシャルビジネスなど公園内部の事業収益に

留まることなく、公園の外部経済効果によるアイランドシティ全体の価値向上、ブランド化へ

と発展させていく。 

さらに、持続可能なまちづくりを進めることで、野鳥公園を含むアイランドシティの豊かな

自然環境を子どもや孫たちの世代へ繋げていく。 
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Ⅲ－３ 将来展開イメージ 

野鳥公園は、訪れた多くの人々が様々な自然体験や環境学習といったアクティビティを享受

することや、長い時間をかけて野鳥公園を含めた周辺の空間が緩やかに変化していくプロセス

を共有することで、驚きや感動と共に自然環境の素晴らしさや生物多様性の大切さに気づくこ

とを可能にする空間である。また、従来の公園のように、竣工した時点で完成となるのではな

く、野鳥公園を中心としたエコパークゾーン全体で、市民と共働で管理運営を行い続けるシス

テムの構築を目指していく。 

下図に示すように、現状においてはラウンジカフェの実施というアクションにより、人材ネ

ットワークの形成がスタートしている。これは、野鳥公園そのものの話題性や認知度の向上に

つながるものであり、この時点で既に野鳥公園は生まれ、育ち始めている。 

また、１０年後には、野鳥公園を通じて自然に触れ、そして守っていくことで、その価値に

気づき学びを得ることができるなど、人が野鳥公園の整備や運営に関わる新たなコミュニティ

形成こそが、まちや自然の成長に繋がっていくと期待される。 

こうしたプロセスを経て、時間とともに変化していく空間を見守ることが、「人が野鳥公園

によって育てられる」、「人が野鳥公園を育てる」という相互関係を構築し、野鳥公園を媒介と

した人と自然とまちとの新しい関わり、すなわちパークマネジメントが構築され、その結果と

して、環境意識の高い市民が育ち、魅力あるまちとして成熟し、ひいてはアイランドシティの

魅力向上につながると期待される。 

図：成長する野鳥公園の展開イメージ 
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Ⅳ－１ 市民が求める野鳥公園のあるべき姿：ストーリーボード 

基本コンセプト、基本方針をイメージしやすくするために、市民が野鳥公園に求めるあるべ

き姿を、人の成長段階に応じたストーリーとしてまとめた。また、野鳥や大地など異なる立場

からの視点を加えることで、野鳥公園の多様性を高めている。 

第Ⅳ章 野鳥公園の活動プラン 
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Ⅳ－２ 実現に向けた体系化 

市民が求める野鳥公園のあるべき姿を実現していくためには、それらを実践していくための

空間と、動かしていくための仕組みが必要となってくる。 

そこで、ストーリーボードにまとめられているアクティビティを以下の５つのグループで整

理し、体系化した。 

なお、管理運営の視点からみた場合、メンテナンスやプログラム、実行支援などを総合的に

実行していくための仕組みとして、近年においては、パークマネジメントという形で管理運

営機能を高める試みが実施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園づくり 

観察学習 

地域交流 

国際交流 

企業連携 

維持管理 

【メンテナンス】 

企画運営 

【プログラム】 

実行支援 

【民活導入】 

図：野鳥公園の管理運営に求められる機能 

総合的に実行していくためのパークマネジメントの仕組みが必要！ 
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Ⅳ－３ 実現に向けたスケジュール 

（１）公園づくり 

野鳥公園の整備が始まり、運用、維持管理に至るプロセスは、継続していく公園づくりとし

て位置づけることができる。地域住民や市民が主体的に関わることで野鳥公園をつくり、育て

ていくという機能が求められている。 

 

 

 

対応する活動 
実施時期 

短期（H25～H34） 中期（H35～H44） 長期（H45 以降） 

オープニングに向けたどんぐりの

植樹（小学生対象） 

   

   

誕生記念植樹 
   

   

維持管理マニュアルの充実 
   

 内容の更新  

市民参加の公園づくり 
   

 簡易な維持管理作業  

対話（ダイアローグ） 
   

 継続実施  

意見を語り合うラウンジカフェ 
   

 継続実施  

市民による公園づくりプログラム 
   

   

野鳥が食する植物を庭に植える 
   
 

野鳥の休息場としての石組み 
   

   

野鳥の砂遊び 
   

   

傷ついた野鳥の保護・手当 
   

   

植林地、餌場の充実 
   

   

公園づくり 
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（２）観察学習 

自然から様々なモノやコトを学ぶことのできる機能は、将来を担う子どもたちにとって必要

不可欠であり、野鳥公園に求められる大きな機能の一つである。 

 

 

 

対応する活動 
実施時期 

短期（H25～H34） 中期（H35～H44） 長期（H45 以降） 

エコキャンプでの野鳥観察会 
   

   

自然観察のクラブ活動 
   

   

地域の「塩づくり」や「ノリづく

り」学習 

   

 継続実施  

夏の磯遊び、秋の木の実拾い 
   

 継続実施  

エコプロジェクトへの参加（クリ

ーンアップ活動等） 

   
 継続実施  

飛来する野鳥観察とその記録 
   

 継続実施  

野鳥に関する講演会への参加 
   

 継続実施  

エコクラブとの連携 
   

 継続実施  

部活のフィールドとしての活用 
   

 継続実施  

野鳥に関しての研究や論文制作 
   

 継続実施  

自然モニタリング活動 
   

 継続実施  

エコガイドの育成 
   

 継続実施  

インターンシップの受入 
   

  継続実施 

干潟と淡水湿地での遊び（潮干狩

り、カニなどの生きもの） 

   

  継続実施 

干潟の生きもの観察や体験学習 
   

  継続実施 

携帯ゲームを使用した環境参加型

プログラム 

   

  継続実施 

ガイダンスセンターや観察小屋で

の野鳥観察 

   

  継続実施 

野鳥に関する絵本を読む 
   

  継続実施 

観察学習 
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（３）地域交流 

地域住民や近隣小学校の日常的な利用、またそれらを支援するための組織運営や体制構築等

地域コミュニティの成熟を図りながら、さらに新しいコミュニティを創出していく上での基盤

となる機能が求められている。 

 

 

 

対応する活動 
実施時期 

短期（H25～H34） 中期（H35～H44） 長期（H45 以降） 

ガイドボランティア養成講座 
   

   

海を見ながらくつろげるピクニッ

ク 

   

   

野鳥公園を拠点とした活動（ラウ

ンジカフェの継続） 

   

   

自然観察のための市民交流の拠点 
   

   

世代間交流の推進 
   

   

野鳥カフェテラス（ソーシャルビ

ジネス的活動） 

   

   

パークマネジメントへの参画 
   

   

鳥のさえずりを聞きながら家族で

散策（木道を寄付） 

   

   

周辺の小学校による遠足 
   

   

土産品の開発 
   

   

アイランドシティへの定住 
   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流 
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（４）国際交流 

世界につながる、アジアの玄関口として、国際交流の拠点となるための機能が求められている。 

 

 

 

対応する活動 
実施時期 

短期（H25～H34） 中期（H35～H44） 長期（H45 以降） 

野鳥を通じた国際交流イベント 
   

   

野鳥に関する学会の開催 
   

   

海外の愛鳥家を訪ねる旅の実施 
   

   

観光客増加の取り組みと対応 
   

   

ラムサール条約登録を目指す活動 
   

   

 

 

 

（５）企業連携 

各種プロジェクトへの個別協賛や、公園の企画運営全体に対する支援を含めて、パークマネ

ジメント全体の体制支援としての民間活力の導入や積極的な企業の公園利用等が求められて

いる。 

 

 

 

対応する活動 
実施時期 

短期（H25～H34） 中期（H35～H44） 長期（H45 以降） 

エコプロジェクトへの企業協力 
   

   

企業によるＣＳＲ活動、研修、企

業ＰＲの場 

   

   

セグウェイ・レンタサイクルなど

でアイランドシティを散策 

   

   

結婚記念品の購入（寄付） 
   

   

野鳥公園ファンド 
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○パークマネジメントとは 

公園を管理運営する仕組みのこと。市民が中心となって公園の活用プログラムを作り出

して、多様な主体と連携しながら、利用増進を図るとともに、持続的に楽しめるコミュニ

ティを創出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○野鳥公園にパークマネジメントを導入する効果 

近年における社会課題は複雑化の一途を辿っており、一般的な公園利用の観点をはじめ、

公共福祉への対応や外部経済的な考えに基づくエリア全体の魅力向上など、公共空間とし

ての公園に求められる期待は非常に高まってきている。 

今回、活動プランを総合的に実行するためのパークマネジメントを導入することで、社

会課題を解決する一助となり得る可能性を秘めている。そのためのモデルを野鳥公園にて

チャレンジする価値は非常に大きいと考える。 

 


